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研究成果の概要（和文）：中国ムスリムは、唐代に先達が入華して以来、元代まで各地に広がり、

その間、イスラム思想は中国の伝統思想との対立や融合をへて、明代にいたって中国イスラー

ム哲学とも称すべき独自の哲学が起こってくる。本研究はその中国イスラム哲学の形成期につ

いて、諸哲学者の著述をめぐってその具体的施策の内容面にまで踏み込んで研究を進めたもの

である。 

 
研究成果の概要（英文）：After the predecessors of Islam believers (Muslim) entered China, 
Muslim had extended gradually in various parts of China. In historical development of 
such Chinese Muslim, the intellectual information of Islam were brought, and passed the 
confrontation and uniting with the Chinese traditional thought, and there appeared a 
peculiar Chinese Islam philosophy. In the present study, the research was advanced on 
the first stage, or on the formation period of the Chinese Islam philosophy, depressing 
to a concrete contents of the thought. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)研究開始の当時、我が国の中国哲学研究
の学界においては、中国にイスラム哲学とい
うものが存在しているということすらも、ほ
とんど知られていなかった。それゆえその中

国イスラム哲学の思想的内実・実体がどのよ
うなものであるのかということももちろん
知られていなかった。 
 
(2)それについての研究も、本研究の代表者
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がとりかかった以外には、「中国伊斯蘭思想
研究会」に所属する数人の研究者と、あと一、
二の研究者がいるのみであり、極めてほそぼ
そとした状況であった。 
 
２．研究の目的 
専門的学界においても中国イスラム哲学

はほとんど知られていないという状況に鑑
み、本研究ではまず中国イスラム哲学の形成
期の歴史的展開・実情を描き出すこと、およ
び中国イスラム哲学というものの思索の内
実がどのようなものであるのか、すなわち中
国において展開した哲学であるから中国思
想にはちがいないが、イスラム哲学の思索を
も継承しているという、その独特の性格を描
き出すこと、以上の２点を目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)中国イスラム哲学者の登場する以前の中
国におけるイスラム的思惟の展開、および中
国イスラム哲学者登場以後の彼らの哲学的
思索という、二つの段階に分けて研究を進め
るという方法をとることにし、それぞれの段
階における展開を、歴史的な側面と個別の思
想家ないし文献を抑えることによって描き
出すことにした。 

 

(2)歴史的展開の研究の場合、いわゆる「史
料」は通常の中国人思想家の場合と異なり、
まず正史にはほとんど記載されていないこ
と、またイスラム関係の人物の活動はどちら
かというと辺境地域でおこなわれたため、ま
とまった伝記集のようなものがほとんどな
く、さまざまな文献のここかしこに偏在して
いるため、そのための調査ということが必要
となる。 

 

(3)また、それぞれの哲学者たちの著作もこ
の研究開始の段階ではあちらこちらに偏在
していたので困難が予想されたが、タイミン
グよく中国の黄山書社から『清真大典』とい
う中国イスラム著作の叢書が刊行されたた
め、中国イスラム哲学に関する資料を入手す
るのに非常に有効であった。 

 

(4)本研究は中国イスラム哲学の研究である
から、歴史的研究をへつつも最終的には哲学
的内実を描き出すことが目的である。そのた
めに、哲学研究の鉄則である文献資料は必ず
原典著述に基づいて、それを解読し分析する
という地味な手法をとることにした。これは
目的とする研究領域が未開拓であるという
ことから、まずは基礎的かつ着実な方法をと
ろうとしたためである。 

 
４．研究成果 
(1)以下の「５．主な発表論文等」に示した

とおり、研究代表者と研究分担者によって、
中国イスラム哲学者登場の時代の諸側面に
わたって実際の研究は進められたが、研究課
題にもっとも沿った成果を以下に示す。 
 
(2)方法として二つの段階に分けた第一段階
である中国イスラム哲学者登場以前のイス
ラム的思惟について、宋末の蒲壽窚、明代の
丁鶴年、同じく明代の薩都刺、明代の李卓吾、
そして著者不明の『省迷真原』について研究
した。 
 
(3)蒲壽窚については、まったく先行研究が
なく、今回初めてその思想の分析がおこなわ
れた。蒲壽窚は、宋末、科挙に志し地方の官
吏になった。彼の著作は伝統中国の文人のス
タイルで著されているが、そこに用いられて
いる概念のいくつかにはイスラム的な内容
があり、それは同時代のトルコの哲学者ルー
ミーの哲学に相呼応するところがあること
を論証した。 
 
(4)丁鶴年は詩人としての研究が先行研究に
一つだけあったが、そのイスラム的かつ中国
的（儒教的）な思想分析はやはり今回初めて
おこなわれた。彼はムスリムであったためも
あり、中国伝統社会においての成功はなかっ
た。しかし彼はムスリムでありつつも儒教を
熱狂的に支持し、その儒教礼賛・儒教的リゴ
リズムは、中国の士大夫・儒者たちすらもが
たじろいでしまうほどに強烈なものがあっ
た。ムスリムでありつつ儒者であること、す
なわち「ムスリム儒者」の一つの嚆矢であっ
たといえる。 
 
(5)薩都刺は漢詩人として著名な人物である
が、やはりその思想的研究は初めてである。
彼の漢詩における天や銀河をえがく壮大な
イメージには中国人離れしたものがあるが、
一方、月や星の表現における繊細な表現には
蒲壽窚と同様のイスラム的色彩が見られる
ことを論じた。 
 
(6)李卓吾は明代思想史のスーパースターで
あるが、彼がムスリムであるという前提のも
とでの思想的研究はほとんどなかった。今回
は、彼がムスリムの家系に生まれた人物であ
ることと彼が陽明学（もちろん儒教である）
の徒であることとが矛盾的な事態ではない
こと、そして彼の『老子解』における「聖人」
概念の二重的意味について、イスラム神秘主
義哲学の「ムハンマドの神性」の概念をそこ
に導入するとその二重性が無理なく了解で
きることを分析した。 
 
(7)以上の研究について、現在刊行されてい
るのは蒲壽窚に関するものと、李卓吾がムス



 

 

リムでありかつ陽明学者であることは矛盾
しないことを論じた２本の論文だけである
が、李卓吾の『老子解』についての論文は２
３年度注に刊行される予定である。 
 
(8)『省迷真原』は作者不明の著述であるが、
中国イスラム哲学者登場前夜の中国イスラ
ムの思惟が、極めて中国的色彩に染められた
ものであったことを本研究において初めて
明らかにした。とりわけ『省迷真原』には、
道教的な内容が含まれており、「中国イスラ
ム哲学」という思想が定立してくる前段階の
（ムスリム儒者のような高度の知識人では
ない）一般的な中国ムスリムの知的状況は、
ある意味でまだ混乱しているところがある
ことを分析した。こういった混乱が回復され
るのは、中国イスラム哲学者が登場し、イス
ラムの論理と中国の論理とを対決・融合させ
ることが、知的・意識的におこなわれるよう
になってからである。『省迷真原』の思想に
ついては論文２本が公刊された。 
 
(9)研究方法の第二段階である中国イスラム
哲学者登場以後のことであるが、これについ
ては最初の中国イスラム哲学者というべき
王岱輿とそれに続く馬注の哲学を研究した。 
 
(10)王岱輿については、『正教真詮』『清真大
学』の二著を中心に分析を進め、とくにその
「真一」の概念が、アッラーでありまた「ム
ハンマドの神性」概念を承けるものであるこ
とを中心に分析した。またそれらが漢文で表
現されるとき、朱子学的「太極」「無極」の
概念が用いられ、その「太極」「無極」概念
の展開過程は『大学』の論理を下敷きにして
いることを明らかにした。王岱輿の哲学に関
しては、論文２本が公刊された。 
 
(11)馬注については主著『清真指南』を中心
に分析をおこなった。馬注の思想は王岱輿の
哲学を前提にそれを継承するものである。馬
注の特質はイスラム教を中国における公許
信仰としたいと熱望する点にあった。彼は康
煕帝に積極的に接触を求めたが、結局成功せ
ずに終わり、晩年は雲南においてイスラムの
異端信仰と戦った。馬注についての研究は２
３年度中に印刷される予定になっている。 
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